
1 9 9 2年の夏、東シベ リアのサハ共和国で

40日間の本直物調査 をおこなった。そこで心

に残った植物や荷と生 につ いて まとめてみ

た。

チクシのツン ドラ植生

チクシはレナ川の河口近 くに位置する小

さな町であるが、ほとんどのシベ リアの地

図にその名がのっている。この町は北極海

にnl‐した軍手上の拠点で、港 と空港がある。

われわれは小さな飛行機に乗ってサハ共和

国の首都ヤクーツクからベルホヤンスク山

脈の束側バタガイを経てチクシまでやって

きた。

ここはツン ドラ帯である。か くして、こ

こでの滞在期間中の食事は トナカイ肉と

なった。夏の生育期間が負iく温量指数から

いっても森林が成立できない。私たちがい

た 7月 の 1週 間の問、11Jは 20℃を越えた

が少な くとも 2日 は今で も10℃を越えな

かった。 ま だヤ毎には流氷があり舟Fがヽ氷にマSご

つかって航行イく能になったという活 も聞い

た。われわれがツンドラ気候の厳 しさを実

感出来たのは、地中に掘られた トンネルの

中だった。このあたりでは真要でも地面を

ちょっと拐|ってみればその下は凍ってい

る、水久凍土である。そこで地面iのなかを

くりぬいた トンネルは 0℃以下 となり天然

の冷蔵月こというべ きか冷凍庫 というべ き

か、とにか く肉や魚の貯蔵庫になっている

東シベ リアの植物

本し中晃市 高 橋 英 樹

のである。

地上の植物はどうかというと、種類数が

予想していたよりはるかに多い。ヤブカの

来棄のもと方形枠をとって種類数を調べ

た。2× 2メー トルに 30種類近 くある。大

雪山の高山植生での値の 2倍近い、という。

地球上では暖かい地方に種類数が豊富で寒

い所にいくに従い種類数は減るというのが

常識と思うが、これはチクシでは通用しな

い。イヌナズナ属 の物bα)が特に種類豊富

で、ほかはシオガマギク属 (員ガ″σ2″筋γ為)

やユキノシタ属 (S筋ルにa)が 多い。北海

道との共通種もあり、チシマアマナ ,キバ

ン〆う|
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ナシオガマ ・コケモモ ・イワウメなどがあ

る。何より印象づけ 'ラれたのはアブラナ科

の豊富さだが、これは日本の高山植rliとは

異なり、スカンジナビアなどヨーロッパに

近い特徴である。

ヤクーツクのアラス (タイガの虫食い)と

塩生植生

ヤ クーツク周辺については、本誌第 9号

に木幕さんたちの記録があり、これは今匝1

の調査でもよい参考になった。カラマツ属

やヨーロッパアカマツから成るタイガの海

にぽつぽつと虫食いのように中地ができて

お り、アラスという。人間による伐採がひ

とつの引令になっているようだが、これに

伴った柚生変化の研究はおもしろいテーマ

になりそうだ。また、少ない降雨量、内陸

の低標高地 ということもあり、ヤクーツク

用辺のアラスや河畔には塩Filll物がみられ

る。海岸の塩沼植生に憤れたわれわれの感

党からするとずいぶん変わった感 じがす

る。またサ|1岸段 丘の |となど、早本の冠水を

うけに くい所には乾
″1生の/1規ヽ模砂漠が発j圭

してお り、裸子植物のマオウ属 (J勁ん冴紹)

や多肉植物のイワレンゲ属 (θ夕●s惚し'んパ)が

みられる。 しかしこれらの例を除けは
｀
、わ

れわれになじみのある荷ユ物 もかなりある。

エゾオオヤマハコベ ・フタマタイチゲ ・ク

ロバナロウゲ ・シャジクソウ ・クロマメノ

キなどなど。

レナ川ぞいの調査 (ヤクーツクからジガン

スクヘ)

ヤ クーツク生物学布オ究所所Tl~の船で 2週

間ほどレナ川沿いを北 11し植物調介をおこ

なった。優雅な船旅を想像 していた考には

結構ハー ドな旅 となった。この調在期間中

の食事は川で捕った魚であった。レナ川は
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Ephedra monosperma(ヤクーツク近郊)

川ではな く海である、 というのが私たちの

偽 らぎる実感だ。途中で天候が悪 くな り、

中州になっている島で 211ほ ど足止め を

くった。波が荒れて航行不能なのである。

か くして、川沿いのいくつかのポイントに

船を止め、その周辺で柚物採集をし標本を

乾燥 しながら進むとV うヽ調査になった。 こ

こでの収種はハイマツとケショウヤナギが

見れたことだった。

レナ川ぞいの調査 (ヤクーツクの南西 レナ

ピラス)

ヤ クーツクの高西、レナ川ぞいにレナピ

ラスとよばれてiいる岩1峰をi特群が数キロに

わたって逗なる場所がある。名所のひとつ

にもなっているようで、将来国立公園に指

植物標本の乾燥法

定 されるともいうじ景観はアメリカの グラ

ン ドキャニオンに もνヒF救す ると地元の研究

者がいっていたが、確かにうなずける。さ

まざまな形の才|がでて くるとついシャッ

ターを押 して しまい、フイルムがい く'っ

あっても足りない。われわれはそのイ1峰祥

の端にあるナ1山に金った。ここからりしめる

レナ川はまた雄大でしばし堪能したが、谷

ぞいに入るとこれはまたすごいヌカガの来

実である。

ヤブカにはじまって文カガに終わった束

シベ リア調査であったが、北海道と束シベ

リアの本直物相の近さを実感した。 Fゴ本の植

物相はこれまで中同 ・ヒマラヤとの関係ば

かりが,ユi調されすきたきらいがある。 こ才し

からはカムチャッカや沿海州、そしてシベ

リアの本直物 との比岐が課題 となってきた。
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レナピラスから見るレナ川
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